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Ⅲ．論文要旨 

 

 

序章 本研究の目的・意義・方法  

本研究は，社会科教師の資質・能力形成のあり方を解明し，社会科教員研修の改革をは

かる方途を示す。そのために，多様性に富み，我が国の教員研修に新たな示唆を得ること

ができるアメリカ社会科における教員研修に注目し，その特質と意義を明らかにする。 

このような研究が求められる理由として，次の３点がある。 

第１に，社会科教員研修の質的な充実が求められている。子どもが実際に受ける授業の

質は，教師の資質・能力に負うところが大きいという理解が，カリキュラム研究の発展に

伴って再認識されている。学習指導要領や教科書の改善，授業理論の提案に留まらず，自

律的な単元構成・教材研究ができる教師の育成をおこなっていくことが求められている。 

第２に，社会科教員研修の研究方法論として，研修カリキュラムの解明が求められてい

る。現状，社会科教員研修を対象にした分析研究の蓄積は，他の研究領域に比べて少ない。

また，先行研究においては，研修自体ではなく，その研修を受けた教師の成長が注目され

ている。そこには，「教師の資質・能力は，どのように成長するのか」といった実証的な問

いが存在している。それに対して，本研究では，「教師の資質・能力を形成するためには，

どのように支援すべきか」といった規範的な問いを持っている。この問いに対して示唆を

得るために，研修自体のカリキュラム構造に注目する。 

 第３に，1990 年代から現在に至るまでのアメリカ合衆国(以下，アメリカ)における事例

を取り上げることが適している。アメリカでは，大学や学会，博物館，放送局等が，多様

な教員研修を提供しており，玉石混交ではあるが，我が国よりも複線的な教員研修の機会

が保障されていることが注目される。教育行政学的には，教員免許更新制との関連で説明

されることが多い。それに対して，本研究では，各教員研修の取組に内在する社会科教師

の資質・能力形成の考え方や具体的なアプローチを捉えていきたい。 

社会科教員研修それ自体は，教師教育者(熟達教師や指導主事，大学教員等)たちが取り組

むべき職務上の課題，または社会的貢献の一環とみなされており，それらを分析していく

という発想は，まだ途についたばかりである。 

しかし，教員研修とは，見方を変えれば，教師教育者たちの現職教師の資質・能力形成

に寄与するための考え方が濃縮されていると考えることができる。限られた時間で，少し

でも意義のある研修を組織するために，彼らは，多様なものから取捨選択し，教員研修を

構成している。それらは，教師教育者たちの教師としての実践経験や学術的な知見が踏ま

えられており，教員研修の取組自体が，社会科教育学における重要な研究対象になりうる

だろう。 

すなわち，社会科教育学における教員研修の研究では，各教員研修に内在する社会科本

質論に注目し，そうした社会科を実現できる教師の資質・能力形成のあり方を解明するこ

とが求められる。 
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具体的な研究方法は，以下の通りである。 

第１章では，社会科教員研修改革の論点と方向性を明確にする。そのために，我が国に

おける一般的な教員研修(校内研修)に関して検討をおこなう。これによって，アメリカの事

例を選定する視点を提示する。 

第２章から第４章では，アメリカの事例に対して，それぞれの研修の教材と手引書等の

内容構造の分析をおこなう。このような分析方法は，我が国の社会認識教育学において，

カリキュラム，授業や教材等を分析するひとつの有効かつ有力な方法として定着している。 

従来，社会科教員研修に関する分析研究は，教育行政学や教育方法学の取り組みを応用

しておこなわれてきた。近年では，文献研究だけでなく，観察やインタビュー等の手法も

取り入れられているが，それぞれの研修における教科固有性の解明に限界がある。子ども

の社会認識形成を担うことができる教師の資質・能力形成の論理を視点に考察する必要が

あるのではないか。  

こうした問題意識は，アメリカを中心とした諸外国の社会科カリキュラムや教材の内容

構造の分析によって，社会認識形成の論理を解明してきた先行研究と通じるところである。

したがって，従来のカリキュラムや教材を取り上げた社会科教育学研究の方法論の応用が

有効であると考える。なお，分析を補完するためにメールや対面によるインタビューも実

施した。 

 以上を踏まえて，アメリカにおける社会科教員研修の特質と意義を述べることで，我が

国の社会科教員研修改革の方途を示す。 

 

 

第 1 章 社会科教員研修改革の論点と方向性 
－我が国における社会科教員研修を通して－ 

本章では，社会科教員研修改革の論点と方向性を明確にした。そのために，我が国にお

ける一般的な教員研修に関して検討をおこなった。なかでも，伝統的におこなわれてきた

校内研修の事例を分析した。 

その結果，「社会科授業構成力」，「社会科教科観」というキー概念が引き出された。前者

は，技能的な目標であり，後者は，哲学的な目標といえる。これらを視点として，各教員

研修において，社会科教師の資質・能力を，どこまで形成・保障していくのかを議論して

いくことが求められる。 

本研究では，３つのタイプに注目する。順に，１「社会科授業構成力の向上を図る研修」，

２「社会科教科観の確立を図る研修」，３「社会科教科観の拡張を図る研修」である。１は

２に，２は３に包含される関係にある。  

１「社会科授業構成力の向上を図る研修」は，社会科教科観の批判的な検討よりも，単

元構成・授業構成の方法の獲得に重点を置いたものである。教師たちが抱える実践上の課

題に応えるものといえる。 

２「社会科教科観の確立を図る研修」は，単元構成・授業構成の方法の獲得だけでなく，
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各教師の社会科授業の見方・考え方を深めていくものである。後者がより重視されている。

自身のスタイルを確立していく上で，有効に作用する。 

 ３「社会科教科観の拡張を図る研修」は，各教師の社会科授業の見方・考え方を複数化

していくものである。教師たちは，自覚的，または無自覚に，社会科授業の見方・考え方

を持っている。いつの間にか，そのスタイルに固定化してしまうことも少なくない。同じ

社会問題学習であっても，異なる考え方に触れることで，自身の社会科教科観を拡張して

いくことができる。より俯瞰的な社会科教科観の確立を目指すものである。 

どのタイプにおいても，教師教育者から教師への一方的な教授に陥ることなく，教師た

ちの実践経験に働きかけ，主体的な学習を保障していくことが求められる。この点におい

ても，優れた取組を検討していく。 

これらは，哲学的な類型枠ではなく，傾向性を示したものであり，修正・批判に開かれ

たものとなっている。  

なお，社会科教員研修を検討していく上では，それぞれの教員研修において，そもそも，

どのような社会科授業が良いとされているか，という視点が欠かせない。本研究では，そ

の内，社会問題学習の立場に注目する。この立場は，現在における社会問題を何らかの形

で扱い，社会をより良くしていくことを目指すものである。全米社会科協議会(NCSS)を初

めとしたアメリカ社会科で主力となっている考え方である。また，その扱いの難しさ故に，

教員研修が充実している。 

このような論点によって，アメリカの教員研修の実例を探した結果得られたのが，第２

章以下の分析対象である。 

 

 

第 2 章 社会科授業構成力の向上を図る研修 
－SSIA プログラムの場合－ 

本章では，社会科授業構成力の向上を図る研修のあり方を解明した。 

具体的な検討事例としては，オンラインの学習サイト「アネンバーグ・ラーナー」が提

供している Social Studies in Action：A methodology Workshop, K－５(以下，SSIA と略

記)を分析した。これは，ボストン公共放送局(WGBH)が NCSS と共同で開発した社会科教

員研修プログラムである。 

その結果，SSIA の特質として，以下のことが明らかになった。 

第１に，本プログラムは，特定の社会科カリキュラム論や指導論が明示されておらず，

社会科の原則とそれを具現化するための方法的な枠組みの提示に留められていた。その中

心として，「理解のための教授論：TfU」が活用されていた。 

第２に，本プログラムは，オンラインという特性を生かし，実際の受講者たちに，事前

に収録した模擬ワークショップの追体験をさせていた。模擬ワークショップ内の受講者た

ちを鏡として，自己の実践やそれを規定する持論の省察をおこなわせていた。 

SSIA には，教授論(授業づくりのフレームワーク)が設定されていた。それらは，“理論”
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であると同時に“言葉”であるとされていた。教師たちに，自己の実践を相対化し，他者

と議論するための言葉を提示するものとなっていた。これによって，若手もベテランも共

通の土俵で議論することが可能になり，教師集団（学校・地域）としての授業構成力を高

めていく上でも効果が期待できた。 

オンラインによる教員研修は，参加者同士の協働的な学習（コミュニケーション）が行

われ難いという欠点がある。しかし，それを逆手にとり，自己内対話を促進することが目

指されているともいえる。 

 

 
第 3 章 社会科教科観の確立を図る研修 

－H. Lynn エリクソンによる実践支援の場合－  
本章では，社会科教科観の確立を図る研修のあり方を解明した。 

具体的な検討事例としては，教育コンサルタントの H. Lynn エリクソンによる教員研修

（実践支援）の取組を分析した。エリクソンは，「概念に基づくカリキュラムと指導」と呼

ばれるカリキュラム設計論を提唱する民間の教育コンサルタントである。 

分析を補完するために，エリクソンに紹介を受けた社会科教師の Ayo. P マグウッドと，

勤務校で彼女のメンターを担っていた Krista. F フェラーロに対して，メールや対面での聞

き取りをおこなった。マグウッドからは，約 1 年間の実践記録(授業用のパワーポイント・

テスト・レッスンプラン)の提供を受けた。 

その結果，エリクソンの教員研修の特質として，以下のことが明らかになった。 

第１に，他教科との関連を考えつつ，教科（社会科）固有のカリキュラム（単元・授業）

づくりをおこなっていく枠組みが提供されていた。社会科教師にとっては，概念を視点に

して社会的なジレンマを分析していく授業づくりの基盤となっていた。 

第２に，教師たちの日々の実践やその成長を特徴づけるための理論や指標が提供されて

いた。その典型が，職能開発ルーブリックであった。 

 第３に，授業者としての教師だけでなく，地域や校内におけるメンター・コーチとして

の教師教育者を重層的に育成することで，研修効果を増大させようとしていた。教師の日々

の授業スタイルを知り，学校・地域の状況を共有する教師教育者の存在が，教師の成長を

支えていた。前述のマグウッドとフェラーロが，メンティーとメンターといった関係にな

っていた。 

エリクソンの取組は，教師を意図的に教師教育者へ成長させるカリキュラムを含みもつ

ことで，地域のリーダーを作り出し，教師たちの協働的コミュニティーの形成が意図され

ていた。教科指導力の向上とそれを支えるリーダーの育成を一体としておこなっているこ

とにも特質を見出すことできた。 

エリクソンは，自身が，教師として行ってきた実践を相対化・理論化することで独自の

研修の仕組みを構築していた。 
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第 4 章 社会科教科観の拡張を図る研修 

－PASS プログラムの場合－   

本章では，社会科教科観の拡張を図る研修のあり方を解明した。 

具体的な検討事例としては，NCSS が提供している『パワフルかつオーセンティックな

社会科：教師のための職能開発プログラム(Powerful and Authentic Social Studies：A 

Professional Development Program for Teachers) 』(PASS）を分析した。PASS は，ミシ

ガン社会科教育プロジェクトの一環で，開発された社会科教員研修プログラムである。

NCSS を通して，提供されている。 

その結果，PASS の特質として，以下のことが明らかになった。 

第１に，本プログラムは，異なる社会科の考え方の合意点に成立していた。その合意点

が，「パワフルかつオーセンティック」という社会科観であった。具体的には，単元の次元

で社会問題学習を実現していくことを意味していた。これによって，PASS は，理想(公的

論争問題学習)を持ちつつも，広く社会科を捉えることで，多くの教師のニーズに応えられ

る柔軟な研修プログラムとして設計されていた。 

第２に，本プログラムは，実践例や参加者が開発したプランの分析を方法原理とした研

修をおこなっていくことで，教師自身に自己省察を促すものとなっていた。 

PASS には，教授スタンダードが設定されている。教授スタンダードが提示されることで，

一定の方向付けがなされるとも言える。しかし，それを教師たちに明示し，プログラムが

志向する方向性を説明した上で，研修をおこなっていくものとなっていた。そこには，授

業を改善していく上では，視点(社会科観)を提示する必要があるというプログラム開発者た

ちの考え方を見出すことができた。 

 

 

終章 アメリカ社会科教員研修の特質と意義 
－社会科教師の資質・能力形成を視点として－  

本章では，アメリカ社会科における教員研修の特質と意義を明らかにした上で，我が国

の社会科教員研修を改革する方途を提示した。具体的には，社会科教員研修プログラムの

構想をおこなった。 

我が国でもアメリカでも，社会科教員研修の取組（開発研究，実践）には，歴史的かつ

膨大な蓄積がある。また，それらの分析研究も試みられてきた。教員研修を通した教師の

成長やその過程が明らかにされ，各教員研修の有効性が検証・実証されてきた。しかし，

各教員研修において，社会科教師にどのような資質・能力を形成することが期待されてい

るのか(＝目標論)，それを形成するために，何をどのように組織化しているのか(＝内容論，

方法論)，という原理的な問いの解明には，課題が残されてきた。したがって，社会科教員

研修の開発・改革を図る方途を示す上でも限界があった。 

それに対して，本研究では，我が国における社会科教員研修の具体的な検討によって引

き出された「社会科授業構成力」，「社会科教科観」をキー概念として，社会科教員研修の
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目標論を設定した。結果として，①社会科授業構成力の向上を図る研修，②社会科教科観

の確立を図る研修，③社会科教科観の拡張を図る研修，というあり方が想定された。以上

を踏まえて，それぞれの典型事例をアメリカに求めた。 

第１に，「社会科授業構成力の向上を図る研修」としての SSIA は，社会問題学習を実現

していくために有効と判断された方法論を中心に，明確な内容編成を持ったプログラムと

なっていた。研修の内容は，ハーバード大学プロジェクト・ゼロによる研究成果に立脚し

ていた。これは，一般的な教授論ではあるが，社会科教育コンサルタント（マクファーラ

ンド）が組織化することで，社会科教員研修プログラムとして成立していた。 

このような技能（社会科授業構成力）に重点を置いた研修では，教師の主体性を確保し，

彼ら・彼女らの実践を活かしつつ，新たな理論を獲得させていくことが求められる。オン

ラインのプログラムにすることで，研修開発者の直接的な参与を不要として，教師個人や

教師集団で自律的に遂行できるものとしていた。 

第２に，「社会科教科観の確立を図る研修」としてのエリクソンによる実践支援は，社会

問題学習の中でも，概念学習を中心として研修が組織化されていた。研修の内容は，教育

コンサルタント（エリクソン）自身の教師としての実践経験，その中で培われた概念学習

論に求められていた。これらを中心として，各種のスタンダードを活用していくものとな

っていた。例えば，全米社会科協議会のスタンダードも中に位置づけられていた。 

このようなひとつの哲学（社会科教科観）に重点を置いた研修では，それ自体が運動に

陥ってしまう危険性もある。ただし，エリクソンの場合は，授業者としての教師だけでな

く，現場のメンターも重層的に育成することで，この課題の克服も図られていた。実際，

社会科教師マグウッド（第３章第４節）のように，自律的な授業改善，さらには新たな理

論の提案にも及ぶものもいた。 

第３に，「社会科教科観の拡張を図る研修」としての PASS は，社会問題学習における複

数の考え方を内包するものとして研修が組織化されていた。研修の内容は，複数の社会問

題学習の事例を分析させるものになっていた。そこでは，あらかじめ用意された事例（プ

ランや授業映像）だけでなく，参加者たちが，研修の中で開発したものも活用されていた。

なお，前者の事例は，様々なカリキュラム教材を踏まえて開発されていた。これらが，社

会科教育コンサルタント（ハリス）によって，組織化されていた。 

事例の分析を通して，多様な学習のあり方に触れることで，社会科教科観を拡張し，よ

り俯瞰的に社会科を捉えていくことがめざされていた。 

以上の，第１，第２，第３は，どれかが優位性を持つものではない。例えば，第３は，

哲学的な側面まで及ぶものの，技能的な側面に関しては弱くなっている。それぞれに意義

と限界性があり，教師たちには，必要なものを選択し，各自がオリジナルな教員研修体系

を作り出していくことが求められている。ただし，教師個人による選択では，自身の常識

に埋もれてしまう可能性もある，そこで現場の教師教育者（メンター）たちによる働きか

けが重要になっている。 

近年のアメリカでは，スタンダード運動などの外発的な要因を受けて，教員研修の動き
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がおこったとされる。政府による多額の資金的援助もおこなわれた。この流れは，社会科

にも影響を与えたことが知られている。一般に，教育政策または，教育制度的な側面から

説明がされてきた。 

しかし，社会科教員研修の取組の事実を踏まえると，1980 年代以前のカリキュラム開発

の系譜，それによる教科の本質的な議論を踏まえて，教科の本質を実現できる教師の育成

が図られていったともいえるだろう。それは，社会科教育の研究者たちによって，開発さ

れたカリキュラム教材の普及，それを忠実に実行できる他律的な授業者の育成のためでは

ない。教師の社会科教科観（哲学），社会科授業構成力（技能）を高めることで，自律的な

授業者に育てていく試みであったといえる。その教室の子どもにとって意味のある社会科

授業を作ることができるのは，教師だけである。彼らを育ててこそ，より良い社会科授業

の実現，その先にあるより良い社会の実現に繋がる。このような考え方が，本研究で取り

上げたアメリカ社会科教員研修の背後にあるのではないか。 

以上を踏まえて，社会科教員研修プログラムの構想をおこなった。本研究で明らかにし

た「社会科授業構成力の育成」「社会科教科観の確立」「社会科教科観の拡張」という目標

を明確に位置づけたものとした。対象は，小学校・中学校の社会科教師，高等学校の社会

系教科教師とした。 

我が国の教師文化としての学び合いが高い評価を受ける中で，アメリカでは，自国に足

りない同僚性等の発想を取り込もうとする動きも見られる。一方の我が国では，同僚性や

省察といった議論の進展に比して，教科の本質的な検討(教科のあるべき姿を実現していく

試み)を中心とした教員研修の取組には，課題が残されている。 

教師としての資質・能力のうち，各教科の授業を実施する上で，その教科に固有なもの

がある。それは，単元構成や評価のあり方などに表れている。本研究では，教員研修カリ

キュラム（目標・内容・方法）における教科固有性に注目していくといった社会科教育学

としての教員研修の研究の必要性を提示した。この視点から，我が国の教員研修を批判的

に捉え直すとともに，諸外国に他の選択肢を得ていくことが求められのではないか。 
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